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第 20 回親睦会の報告
日　時：令和 7年 10 月 21 日（火）　11：45 ～ 15：00
会　場：そば處　やま㐂（JR 大津駅前）
参加者：会員 11 名　（内役員＋サポータ 7名）
今年も JR 大津駅前の『そば處　やま㐂』にて親睦会を開催しました。
今年の親睦会は大津市と草津市よりご参加くださった会員様 4名（内新入会員

2名含む）と役員（サポータ含む）7名が JR 大津駅に 11 時半ごろに集合し、入
店しました。
今回はこの 10 月に大津赤十字病院にてペースメーカーを植込まれ退院されて

間もない 80 歳代の男性と本年 4月にペースメーカーを植込まれ、JHCO滋賀病
院の顧問先生の勧めで入会された 80 歳代の女性が参加してくださいましたこと
は、幹事として喜ばしい出来事でした。
親睦会は藤井支部長の開会の挨拶のあと、宮前副支部長による乾杯で会食が始

まり、お料理は幹事の田中理事が店主とうまく交渉して下さったお陰で色々出て、
美味しい料理をいただきながら、和やかな雰囲気で楽しく歓談でき親交を深める
ことが出来ました。参加者全員の記念撮影後、15 時ごろにお開き、帰路につか
れました。
反省点としては、新たに入会された会員様が 2名ご参加してくださったのに、

親睦会に参加の会員様一人ひとりの自己紹介と近況報告をしてもらうことを失念
してしまったことです。すみません。
滋賀県支部の本年 10 月現在の会員数は 38 名。最年長 98 歳、最年少 54 歳、

年齢構成は、90 歳代 3 名、80 歳代 18 名、70 歳代 13 名、60 歳代 1 名、50 歳
代 3名で、平均年齢は 79.2 歳です。

滋賀県支部 支部長　藤井 鈴子
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＊親睦会出欠はがきによる近況報告＊

＊体調が悪く、残念ですが欠席します。　会員番号 6580
＊残念ですが、家内が自宅にいる日で病院へ定期診察に連れて行かねばなりませ
んので、欠席さていただきます。盛会を祈っております。11/1 の勉強会も家
内が自宅にいる週ですので、欠席させていただきます。　会員番号 7501

＊平成 20 年（2008 年）に初回の植込みをして現在 2台目です。そろそろまた
交換が近いかと言われています。JR と路線バスを乗り継ぎ、京都市内まで通
勤しフルタイムで勤務しています。それができるのもペースメーカーのおかげ
と思います。　会員番号 8625

＊お気遣いありがとうございます。主人の体調が悪く出かけることが出来ません。
またお会いできることを楽しみにしています。　会員番号 9473

＊いつもお世話になっております。暑い日々ですが、相変わらず主人の病院の送
迎などにとバタバタ暮らしております。　会員番号 10161

＊元気です。万博も 2回行きました。第 3火曜日は別に会合がありますので出席
しかねます。　会員番号 10454

＊ご無沙汰しております。21 日はグラウンドゴルフの県大会の日です。皆様に
お会いしたいのですが参加できません。　会員番号 10544

＊今井さん、お電話ありがとうございます。年を重ねて手術がしんどくなってき
ました。お世話さまです。唯、耳が遠くなり会話が聴き辛くご迷惑をおかけし
ます。　会員番号 10972

＊お世話になります。お会いできるのを楽しみにしております。　
　会員番号 11281
＊人工透析と日常生活との融合がまだうまくいかず、体調不良が続いています。
年齢のせいかも知れません　（出席予定されていましたが入院のため欠席とな
られました）。　会員番号 11315

＊いつもお世話になっております。ありがとうございます。最近、夫が亡くなり
まして、まだ雑事に追われております。申し訳ございませんが出席できません。
会員番号 11591

＊お陰様で体調は可もなく不可もなしの状態です。あいにく日程の都合が悪く出
席できません。藤井支部長様ならびに役員の皆様方によろしくお伝え下さい。
合掌　会員番号 11677

＊大変お世話になります。連絡が遅くなって申し訳ありません。少し体調がまし
ですので、ぜひ皆様にお会いしてよろしくご指導をお願い致します。もし急に
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具合が悪くなったらお許しください。まだよちよち歩きですので。乱筆で　
　会員番号 11875
＊みな様、お変わりなくお過ごしでしょうか。当日は、初の大腸カメラを受ける
為欠席とさせていただきます。次回お会いできる日を楽しみにしております。
会員番号 11877

【幹事】：宮前武彦、（田中正司）、今井友子
文責：今井友子

勉強会の報告

日　時：令和７年 11 月 1 日（土）午後 2時～ 3時 30 分
場　所：東近江総合医療センター　2階きらめきホール
参加者：東近江総合医療センターの患者様および一般参加者
　　　　友の会会員 6名
秋晴れの良い天候に恵まれ、東近江総合医療センター循環器内科部長の大西先

生、竹内臨床工学技士様のご協力のもと、本年度の友の会滋賀県支部の勉強会を
開催することが出来ました。

講演　①『ペースメーカー手帳の重要性』
　　　　独立行政法人国立病院機構　東近江総合医療センター臨床工学技士

竹内 雄大氏

臨床工学技士は、医療現場での医療機器の操作、管理や保守点検を担当し診療
や治療に必要な医療機器を安全かつ適切使用できるよう指導を行い、患者様に安
心・安全な医療を提供できるようにしています。
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また、医師や看護師といった様々な医療職種の方々と連携して、医療の向上に
努めています。すべての医療機器が関係している業務となっていますがその業務
の一つに心臓ペースメーカー業務があります。

◆なぜ、ペースメーカー手帳が常時必要なのか？
ペースメーカー手帳には、患者様の個人情報として、病名、手術を受けた病院、

担当医師の氏名、植込まれたペースメーカーに関する詳細な情報（本体の種類、
シリアルナンバー、心房用・心室用のリードは何が使用されているか等々）、フォ
ローアップ情報が記載されています。
とくに、普段通院していない病院に急に体調が悪くなった際に受診した場合、

その病院ではペースメーカーが植込まれているという情報が全くないので、ペー
スメーカーを植込んでいることを手帳を提示することで情報として知ることが出
来ます。
ペースメーカーを植込まれていることを知らずに検査を行うと誤った診療につ

ながる恐れがあり、またペースメーカー手帳がないと緊急の手術が必要な際にで
きないことがあります。
以上、常に手帳を携帯し提示することの重要性について、お話しいただき、改

めて自分の命を守るための必要性を心にとめることが出来ました。
“ ペースメーカー手帳を常に持ち歩き、提示しよう ”

講演　②「この 20 年間でのペースメーカーの進歩」
　　　　　　　独立行政法人国立病院機構　東近江総合医療センター循環器内科

　大西正人先生
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以上の資料をもとに分かりやすく丁寧にお話しくださいました。
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講演後、もう少し知りたい点などについて会場から沢山の質問があり、その流
れで大西正人先生と竹内雄大氏によるＱ＆Ａに移行されました。　
我々が日頃、フト疑問に思っていることについて教えていただきました。

〇リードレスペースメーカーの電池が無くなったら、もともと入っている電池は
取らず、近くにもう１個植え込む。ＭＲＩは条件付きで撮れる。

〇ペースメーカー手帳をなくしたら、病院に連絡してもらうと先生や臨床工学技
士に連絡がいくようになっているので、再発行はしてもらえる。

〇遠隔モニタリングでは、24 時間分のデーターを持っているのでそれを夜中に
送信するようになっている。その頃にコンセントが抜けていたとしても次に
挿したときに致死的な不整脈が出ていたならば、すぐに連絡がいくようになっ
ている。昼夜にかかわらずコンセントが抜けていてもまた挿してもらったら大
丈夫である。ある一定の期間情報が送られていなかった場合患者さんには連絡
がはいる。機器について「どうなんだろう」と気になる場合は、メーカーのフ
リーダイヤルに電話をして確認してもらうのが良い。

〇術後の違和感はいつ頃無くなるのだろうか。今まで何もなかったところにある
程度の大きさのものを入れるのだから違和感はあるだろうし、傷のツッパリ感
は半年くらいはあるだろう。これも個人差があり。ずっと言っておられる方も
ある。この件については先生から当事者である我々に話してもらいたいと振ら
れたので、「術後年数がたっていると体の一部のように感じ、違和感が薄れて
いるが、術後間もないとどうしても傷口に気持ちが向くので、違和感を感じて
しまう、時間がたてば徐々に薄れていく。」と自分の体験をもとに話させてい
ただきました（支部長）。

大西先生からは、経験者の話を直に聞ける場として「友の会」の存在があるこ
とをお話しくださいました。ありがとうございました。

■「ペースメーカー友の会滋賀県支部の紹介」
　友の会滋賀県支部 支部長 藤井鈴子

友の会勧誘のチラシをもとに支部の現状・年間の支部活動等についてお話をさ
せていただきました。
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■ミニコンサート ヴァイオリン演奏：大西正人先生
曲名：1. エトピリカ　2. タイスの瞑想曲　3. 見上げてごらん夜の星を　
　　　4. 情熱大陸　5. ふるさと
日々の生活に直結した大切なお話しをお聞かせいただき、また我々が日頃、フ

ト疑問に思っていることや不安にやさしく丁寧にお答えいただきました。
総会や勉強会では触れることがなかったヴァイオリン演奏（ミニコンサート）

をお聞かせいただき、心身ともに元気をいただくことが出来ました。
ありがとうございました。

文責：藤井鈴子




